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27,p・H:とOrl}二 のNOに よ る常 磁 性

穂 移(重 水羅 枝 の 磁 無 肅瞬9

1隠1唱'arkv..&UrGa【batsk盲,丿 にC6.vn.

乃…膨寧ご,.6,260ハ,3(1監iss)・

p-1.12とo---e_の 常 壷性 樽 移速 度 を比 較 す ゐ事 は 噸.

矇 子 核 め磑 氣 能 率 の.比 を蜘 り,乂 此 の韓 移 に閲 ナ.る

¥Vignerや .Kelckar&Tellerのiih子 珊 諭 の檢 誰 をナ

る上 に於 τ甚 だ興 味 が あ る6`漏 に.よつ て12L1'Lに行 ぱ

れた.が・本報でi≒..NOや ・・て仔つてゐL,

p-H.}NO=.・,・H望+NOρ

匸}一D,十xoζp・--.L←NO.

N9は 基 底 歌 襞 のｰnuIcvelは 反 磁 性 で2〃 触!cvel宦.

が瓢 性 な 礦 を考 へ て;貨 臓 彬 い ら 迚 度恒 般 を

計算 す る と 馬恥 の方 がkn,よ リ10倍 大 き くな る.

乂0望 の 作粥 と比 較 す ると、NOの 方 ポ5倍 崔 作 堀

が 張烈 で あa:.NOの 方 が よ り活 倖 な6理11iは 以前

に は廻 韓 最子 φ0遇1韓 移(33i.ca』)の 土ネ ル ギ ー

とN∩.の.'4451とvel(3u3.・ ・1・)のニ#ル ギ ーの 間 の

一 種 閉～.丿」鴨 に 依 る、もの と 説 明 され た が,木 賞驗 に 於

てn・u.の 際 ぽ(liOC蜘).か や うな工 孝ル ギ ー の;t

鳴 が 無 い に らか カ1はら.ずxoの 方 が6f音嚴 烈で あ る.

か ら,此 あ闘 聖Fま結 局 不明 なれ ど も 反 砥 性 の=ns<

qRp!も 韓 彦1二作 野1オ書あ う とナ ◎と,NOとa,iま 丿ヒ

憊 同 じ活鯛…度 ～:7な.畜.

費 験 に 依.て舞 た 運 度 恒 數 をR'ignerの 珊 諭 式 と.

1:alckar&Tellerの 次 の理 論 式 とに 入 オして 原子ftの

kj{'r'..蹴 ≒加s川+1)巛SIl+1)+tiii〕

噌.2島S盍(lyll+1)〔s。+1+ξs。 〕'

ξ一齶 ま塔諜,s:i鞴}
beewdeu匡 α吐ゴn

磁氣 能 .寧の堵 舶'NLを.求 紛 る と,Wignerの 式 で は

⊂㌧NO共 たNH/Nn=3.8,.1:alcknrの 式 で は09の

哮4,.NOの 時3・3=となa.後 者 の02とNnの 儀 が一

致 しな い のは 此 の理 論 の 基礎 暇廻 の温 度2TとTに

於 て はNfi.分 子 ゐ 土 ネル ギー 分4協 戦 早 等 し くな い

か らで ガ 紬 局Wi即 切 とFalckarの 兩 者 か らの 債 の

差 は甚 だ.少な く,雨 者 ¢瑚 騎 のfl1月しが 事 鍛`ご近 い か

4kaし 蜘 ・.ξ瀦 晦 つr,ゐ る ・ 个'・・1μ・=3.8と

し15lern.ゆ5≧ 子 線 の 簡 亀 か ら 求 め た μII冒.2漣6η ・

8h"gnε ごonを 入 ましる.と,4D畳0.6ミ}n.1叭.と な リ,RabE

.鋒.

iの 療子 線 の 偏劃 か ら求 あ たtttjFV.tibn.m.と 可 な 蓼,

陸 勘 る'Pt'Tftl・ 娩 分 の 撒 の離 と,Ral・iの ・左

法 で はDeuにmnel㏄1凹ftの ス.ピシ× ス ピ ンの 赫1ノ`作

月茎ボ入 ρ て來 己 か ら幾 分 高 い 債 となつ た も.ので,韓

fSの 措eは 分 子 の眼場`二nCtt6行 動.を考 へ ね:rit.ら

な い か ら,S畳ernの 値.を期 ゐ て重 水 素 樗 の磁 氣 能 寧 と

して ・lL6ろn・m・ とな つ た ・("舮 川)

幽一　 、㎝ 鯖 一.、 ㍉ 一 匿・.一",

の
.28・ 有椴 物tp均 一 牙 罵 厚鷹 め 柳 制.

F.「)・Ri・ea・1do・L・P・llrl.ノIC)・e〃.

PhJ.s.幽6.273～9(19謬8》.

有 樋化 合 物 の 均 一 分 解 反 態φ 抑 劃1ごつ い.ては 臼 二

i⑳xRt:"へt・4ge・ 隙 噂 纏 添 瞰 質 が 浬1鍵 纏 齢 ・竕 子・作・町 騨 蓮度縛

退 せ しめ る もの で,展 化 竃 素,a氏yl..謡r弛 等 は之..
に 屬 す る.即'.、,

R十NO,・RNO

第二の脳 醐 蹴 ・他の蝋.勧 へる事に.妙

置換が煙 り.,浬 蹟過稚を..績ける.に`柔iあま.蕩有效でな

い襟な他の丿勘二よつて,遑 鎮歯離嵯オξ.詮拠へられ る
る ト 　 ロ　 ゴ 　

事 に 依 て娼 る・ プ ・ど ・、・は ・ 淡化 ・臨 工 一 ・ ル・

ア 餌 トン,ア 七 トア ル デ ヒ ドの 分解 を掬 制 す るゴ{.

そ の 作 川 謎 遮 糖Rが 轡L基 に 依つ てrcmへ

られる謡 隷
。_↓ 謹 。_{n

両「もallyト基 は メチ,L)kや=.チ ル 基 程 に蓬 鎖 に 有 妓 で

ない か ら御 剏 が 趨 るの で あ る.
る

靴 ・燐 乂 は エ ー.f・hの 場 合 に:2等 のf乍川 は 阿

一 で あ.るがPア セ トンXは ア 聖 ト.ナル デ.ヒ ドの場 合

に は敏 化zava乂 はalkyl・it・iに とプ ・ ピ レ ンとはmu

しき對 照 をなす ・

著 者 はそ こで.ア セ トア ル デ匕 ドの 分 解1こ於 け る

・th!l・i・rie・paPtt乍jl亅1二 つ し
.・て震験 をlfつ た・pm

.300。Cに 於 て,酸 嚢 に ょ り誘起 せ られ る速 錻 は,抑

覯 のmat・Mi・Er・)一 で あ るカ・ £:.くは そ繊.1・

の 時 完 令 に抑 制 され る.O(XOOqに 於 て は.ethylnilrilc

の 抑 矧 乍川 紡 窪 リイ∫效 で な く・・岬.繍 ・iI岶 身tt

短L亀逹鍬 を誘 起 す る凾岐 素1二 よ リ誘 起 せ らオしる場 で},

酸 素 一 分 了'に對 して一 個 のelhy亅llit.fiteの 添 加 は.

遑 蹟 の長 さに對 して..5〔レ〔)PCで は殆 ど影弊 陸 な いが,

300。cの 時 は 完 告に抑 例 さ4Lる ・ 少 景 の酸 化窒kの

●
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抑 嗣作 用 も亦 同橇 であ 己 と 考 へ られ るか ら,著 者 埠

は その 機 構.と.して次 の 如 く考 べ た,

Ml-b雲RI(1)

M臨十;'f1一 ・1[NI,1十,:.(2)

R脚十 、!1→i2コii十x.,.(3)

R2一 ・RB十M霊(4)

it,十NO一 ・RrNr,(5)

2R}一,R且 一k,(6)

k巳十.Nf}→R2N6・.σ)

H[十R三 一P葦㍉一R2(寒 〕

(の,(a)を.以 て 迚餓 を絡 る もの と,(7),(H).を 以 て

絡 る もの と.の二 つ の 糧 櫛が 考 へ られ る.計 算 に ま う

と・(・)・ ⑥ に て鋒 る もの でit,分 解物 質の 濃 臨{

減 少す1しば1戯 化 窒 素 の 影 馨 は尉 加 すzが.(7)丘

(s)に 絡 砧 の は その 濃 度 に 無 隅 係 で あ る。P・卿 ト

dchcdc,bL■lnhleln'de」 エ タ ンlifl'J「者 に屬.し,dimclhy'ヨ

e巳heらd郵}重ilylo8horは 後者 」こ屬 す る.

プ ・ ピ レンの嫡`卞 川i .,..分解 物 質 の 分 子 よ 耽

プ ロ ピ レンの方 が 安 慰 で あ.ぎ事 を假定 し,而.し て そ

fFf3$1=9@と して 連 錻 遊離 基1ミ と作剛 して 之.を除 き

ritmallyl.1kを 生 ず る にあ 』る.両 してnllvl,cは

更 にdially9.と な るので あ る.数 に吹 の 如 き楼柳 端

.ら.オしる.

x,→.iki一_一._ρ)

φ R匹 十MI→!㍉1【 十u..(11り

R世 一ゆRI十M塵 … 〔11)

RI十R盛 →.RIR=… ・門〔且2)

2R1→Rlkl・ ・_〔1:3)

R`十L:[hCH=(:11巳 →R■ 旺十 〔Lu

(cHま 己q【cほ;)2(14)

髭 の」Sh(t:;〉,(is)に て軽 る もの と.(12),(14)

に て鋒 る もの との二 っが 考 へ られ ろ,n・bulnn<の 分

解 は大 きな迚 激遡 離 培が イ`安定 な る事 を 假 定 す る と

肖冠者」二よ く一鵯致 す る・(長.谷 」川)

、、、}幽 ■一--占 、、、r..`岾 一 冒._.り}

29・ ト リ メ チ レ 冫の 複 遊 離 碁

馬E・A・Itx.anandIミ.F.[.【unt町,.m,tJ.

F.rnrJ.5三 内r㌧34.608宀13(1938)ワ

臭 化 ト リ.メ チ レ ン をN巴.と,i二 流 動 し て,ailい ノ

yRか ら*a躍 氣 中 に 蔑 し,作lllさ せ る と

{.:πr,.n.c■12(「1{,Hr十2Na一,

0.Nalir+一q匸9 .(三H野ClI厂_ω

鳩 颱 が尠 い 」訃 リ・チレン嫩f躙 牋 」引

ず.皮 慮 生 成揃 紛 析 め糟 果,シ ク"プ 卩.パンとプ

聰】ビ レン とで あ 轟・ そ..の生成 は 家 の 二段 の反 慮 か ら

考 へ られ る=

C馬 董星r・Clle.(:HL・nr+N41'NaBr+

CHtBr・Cll!C置.12一 十211C矗1・ ・?.(la)

q!2Br£H三 ・CH霊一 十N4?N縄Br十

一一CHe・ClI
:・・CH!一 十29Cal_〔IIn)

cll尸cIL

._Cl[..CII...(:[【.、_/＼/'冒'＼CI巡

CI【睾・CH==CEIt

(Ja)式 で の單 邂 離 基 の 生 ず る 'tと は,1;6一 ヂ ブ 卩

モーn一ヘ キ サ ン を生 戒 ナ る こEよ.り 分 る.

シ7Fプ ロパ ンは 觸tWtasで プ ・ピ レン8噂 移 す

るt:'こ の反 囓 で は別 々 に」ヒrat乙 と考 へ らiL,壁

の 觸 蝶 作川 に 依 る韓 移 で ない こ とは 箕驗 的 に 示 さ劃

る.

箕 驗 の輪 果 瓦 断 生 戒 拠1・で の プ ・ ピ レンの 割 合 は

他 の條.尊 を一 定 に して1N診g冫 壓 力 の櫛 加 に 從 ひ餓 少

し・ ノ ヅル に毎 け る臭 化 ト リメチ レ ンの 座 力に 比 例

す る・N・ の齦 が 阪 けi・tf,灘 豊の 掌齢 が 翻

4し・ 脱50Cで は 】渦 一ヂ プ ロモ.一1)一・ヘ キ ナ ンで あ.る.

この 轄 果 は σa),(Hの で ょ く説 明 され る.(Hn)で

.トリ.メ.チ レ ンの複 遊 畑 、肋.tltM～.を考 へ るこ とは,臭

化 ト リメチ レンの 齢 力の減 少 茂 びN:の 槍 加 に餐 ひ,

プ 曜 レ ン厂職 の 割 合 の.減 少 す る こ とを 設 馴 す る
.ρ

に必 婆 で あ る・ 脚 ち プ 卩ピ レンは 複鍾聲離 痞 よ り壁 で

の接 腸 作 川 で 生 じ,シ ク ロプ ロパ ンば 均 一閉 敏反 應

で あ る.

然 し此 の反 塵 に は著 しい 化學 變 光 を生 じ.そ 掴 よ

D線 に 棚 欝 .しIS.うCa1の エ ネル ギー を要 す るが,
ヒ

(la),(11a)の 反 醸 の 發 勲蹴 は,此 の 活性 化 に{礎 で

あ ろ・ 故 に 第rのBr原 子 を堰去 る と き直接 に,シ

ク"プ ロパ ン,又 は プ 卩 ピ レ ンが 生 ず る と考 へ ,

CIItBr・C【.1メ:ほ厂 十N.1一 ・.(:【喚一Cllt

＼/
`.=1!!

(乂 は ℃H【L・Cl【8CH=}+NaBr十LSI〕(気1(111)

次 い で・ 壁 光 は次 の式 で 示 され る.

.NaB拶 十Na → 葦aBr十Na黌 一Na十hp

(川)式 で 夐 光 現 東 をmelg,し う.et:,こ1坊 の反 應.

のt8:f4L2「,乂 は 紳」竹 丿辱が 起 つ てゐ るか は決 滝 し毋 な

い・ 光 赦凄虚の測 賃k'よリナ る と,こ れ は(nり 式 に從

ふ 反 應 の 】%以 卑30%以 卞 で あ るi(八 木).
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30・ 波 長546mp及 ..4561n!μ の光 犀 よる

7セ チ レ.冫の 呉素 化

K.L.M崩 凵erlLlL・J.S匚hロmachcr,z・ ノkr+ik・

CM〃'.〔n〕,39、.3δ2^7`) .(193S)・

1仙旧hcr及R匸DIIefs6nに 以 酌 に.此の閃 題 を研 究 して,

アttレ ンの濃 度 の 丿こ小 に侠n・ 匠 塵 謎;摩 の異 な る

事 を見 て,一 つ の反 暉機 構 を決 庭 した・ 然 るに 瀦

は 此 の賞 験 納果 に疑 閃 を懐 き9乂Fnllefnnの 反 単

擾 構 中 にRr3・ 基 を倶 定 して構 己事 に封 して も.以 前

に反 對 を1iRJし た・ そ 二で 此 の 反 感 機 溝 を決 定 ナfl

ため に,此 の實 験 を行 り た ので あa.

波 艮 超6叩 μ 及u{Gmpの 光 に依 て9ア{=チ レ ン

及 臭 索 か ら二 襞化 エ チ レンの 生成 を,60。C及12`i。C

の 間で 渕 建 した・ 而 して ア セ チ レ ンは 通 卜 〕GDmm,

臭 累 は15{卻mmに 鬱 化 せ しめゴ 又 之,ニ ヘ リウム,

1鬟調ξ・ 炭 酸 力Pス及 二;臭イヒ己亀チ レ ン塔ドを約 亅400【1山i.迄

加 へ て そ の影 響 を見 た・

反慮 速 度 は ア セ チ レ ンの 濃 度 が 大 な る時 そ の濃 度

に 比例 して大 とな る.之 はR`・Ue㎞"のtitく

781で あ:う。ツ匕び冫.戯さfi4;fi1lLμ.及.546mpの もの

rこFdし で,Aa.i.i》 く1伊5Lv/111111苺{)d伊5』 レ'min

で あつ た が一 撒 蓮 脚 雛 の 堆 の:魍.さの一 乘 に端 例

す る.臭 素 の 影 響 は臭 素 の鱶 力が 大'こ な る'ご從 てz

第 に 少 く.なる.轄1鵬 凸反感 藩 度 式 と して 次 の 如 き もの

を得 た.

dt+dt

・Ct.u.J〔GIG〕 〔,1貍 、,一 ・・(1)

以 上 の軸 果 か ら反 膨澂 構 と して 次 の 鉚 き.もの が 彦

へ られ る・

(1)ISr.十DIY昌1玉r+13f

Kr,十hvsBr_静B【'十¥1=HBr(ひ{6mμ)

〔2)1Sr+c3H3昼(≧11.Rr

㈹r'1【 曝1;r営t、H2十1=r

(d)rai:Rr}Br..=ra41tu}1:r

(の13r一 ・器 堕 菖 ちもBr雪

此 嬢 の 反廠 式 よ.り(Dな る遖度 式 が得 ら.1しる・ 而

して」=の 機旛 はltry・lkを 取 扱 つ てIT;な い ・

竃 累,淡 酸 ガ ス,^7Ds.,二 與化 エ チ レ ンを加

へ て全 麒 とkと の 闘係 を児 る と,跏00:.m洫 迄 の 小 さ

湖 啀で ば ・猟 に比 例 ナ るb,,之 よ.吻次 第 に.41MS<の 影

饗 は 小.と な り謹 戸 じo…111・な 乙阻 狛 二至 つ て全壓 の

,
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影 響 は な.くな ゐ.

島 鯨 子 は此 の 反 應 のeSCtt・c!は糊 厭 愈 で 潟 え る

と考 へ られ る・.而 して 臭 嚢原 子 は擬 散 乂 ば 針 流 た依

て 器 肇 に 建 す.る.儀 畷 の捲 合 に は 上 と して襯 散が 越

り.そ の 速 度 は 鱶 力に逆 比 例 † る○ 雁 力が 噌 す と,

原 子 の濃 度 が 大 とな り,從 て臭 素化 の 遠 度 も柵 す.

嬢 る.fこ此 の反 康 は 發熱 反 感 で あ 己か ら,次 第1二對 ま彦

の影 響 が 現 れ て,鱶 力 の影 審 が盤 少 す る.両 して 充

分 大 な る壓 力に 至 る と,膩 子が 器 堕 に 建 す δ速 度 は

可 な り小 とな る。r庁 器 肇 の近 くで は 際子 が 強 く接

觸 して 屠 るた め に,原 子 の 漫度 が一 定 に な り7原 子

の清 朱 す ζ蓮 度 は・ 專 ら療 子濃 度 に闢 鎌 して,金 雄

に は 無 駟保 に な る ので あ る・

k.n・ktの 渣廉 係 欺 か ら,(2),(U),(4)a・JtMの

活性 化 熱 が夫 々3kca],11kcaT,5kc禰1と して 幽 さ1し

た・ 乂 黛 子 牧 蜘 ‡go。cで ア 七チ レ ン及 臭 嚢 の蹤 力

ポ 共 に 脚m田,会 鱶 が`mo11・n・ の哮4・10r}f・IVhv
コ 　

で あ っ た.亀'G乏 斧i亅D
喟 ●

51.ブ タ ヂ エ 冫 の 光 宜 台 ・

G・Geじ,Titi'tS.IXttl'・tt/`・sψe・,54.71'2-2寧(1り:;8)・

リ

ブ・タヂ エン(c:lf,, .1..Cl.【樗 耳.=c旺g)は211〔H)A以 上

の波長 で は吸 收 は な いが,水 銀 藻 氣 の 存.'「1で永 銀堆
:(

2537A).を 服 射 す ると光 重合 を越 ナ・ 斌 な」こ成 物 は

不揮 發 挫 の重 合 抽 で 反 暉管 漿 に附 齎 ナ る`譖 生戌 拘

と して は,反 礁 温 度 が150Cで は,二 航 合鞠 及 び プ

テ ンが 多 く.,1000Cで ぱ水 素 が 多 い。

氣扣 の 光化 學 反 感 の 檀 構 は,先 づ 水銀 駆 子 の勵 起

よ り.連 鎮 反 慮 に て麺 む(B"は ブ タヂ ニ ン).

119ノ+Bu→1.【gBu起 鍬 反 蔭

IlgBut十Bu一 冫IlgllUr+1簿 釦卩延感

蹴 塩 ご1繖+1。}贓 慮
1㎏Bu宙 一レ、V`し11

};Ur一 、Vall.

景 子 ノヒ威 寧 は ブ タヂ ニ ンの 初鱶 には 剛 師 な 《,約

q)謎で小 で あ る.

此 の實 驗 の條 件で は熱 反 慰 は 見tlSさiし て ゐ ない が,

光 を切 っ た後 に も,.指 敦 函數 的 に 減 嚢 す る1嚼黒灰 應

.が敬 秒 持 績 ナ る
・ こオしは 反慮 管 堕 で の 鼠 合 反 甑 であ

る・ 表 面の 影響 を見 る.に,斌 子収 串 は 罠 化 しない が,

.晴黒反 鄭 鍍 は 雙 の 鄰iNeJL・tこWJnte ・ その 機

構 は,
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.ρ踊.了 」一.一,」卩,_,,.

Pi・ 一P・+B・ 孑1(1'・L柄富1)一・P・'

Paな.るi成 重 合 物 が,可 逆的 にBuを 吸 牧 し,.

(Pa8u)な る限 着 霞 合 物 と な り,.A巳匸一 分 子 枷 した

Pa'.と な る.Piは 不r'd'fl複合 鞠 で あ る・

連 鎖 反 應 は活 性 重 合 物 へ の.Buの 附 加 反 雍で あ り二,.

終 止 反 顧iは,】 事U分 子 内 の安 定形 へ の 異 挫 化 で あ る.

(八 木)

32.活 憧 中心 の特 殊性 よ り践た る觴 媒 酸 盡

、亘・ 酸 化3n=ニ ウム上 に於 け る.ヱ チ ル ア ル

コー ル膜 水 反雁 の 動 力學

旧.酸 化TNcニ ウム 上 の ア'コ ー ル睨 水 友 厖

rAEて 曾 同 饌 列 ア ル コー ル分 子C皿H当 曜0

の 方位 に つい て

n.酸 化 アル.ミニ ウム上 の アル.コー ル胆 水 反 雁

に於 て,局 族 列7ル コー ル分 子C即H洫 網0

に於 け る メ チ.ル置換 體 め 活 性化 熱 に對 す る

影 曇

AlesmiilerBorku・A。A・P苴blsmpje【owa,・ ぞζ轟r

■!hrnnuhi'〃・己入五㌧∫・～=,8,,;へ616(1938),

、雇.署 者 は以 蔚 に ナ ル順 一ル脱 水 反 應 に.於 て も,

ア ル コ.一ル.脱水索 反 應..t同 襟 な,次 の式 ⇒祓 立 す 尽

き事 を示 した.

(=)mnr一一
2

k=kit,tは 箕 驗 中一 建 に してiiiい た.噺 .Qaは 夫 々

・今 の場 合 ア ル コー ル及 水 の 吸 着 保 鍛 を あ ら は す .

Ysbtの とき

B[mti一 ㈹

1T-m .,

xに(2)よ.h

.dud/Lk1ム 紆m(り

ar:Wｱt,e時 間 に反軈 管 に人 る反 雌 物 質 の.モ ル數.

1バ 單 位 時 間 に反 應 す る物 質 の モ ル數,

反 應物 質 に豫 め 生 咸物 を 加へ た時.?k?1r,Rylh1に 反

應 袴 に 入 る奈 モ ル數 をvと す る と.口)か ら

a{誉 一M)+ｫ

A=mｰj

。,.・M-m(十M)

又

ui ,n(N-M)
㈹
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kM.
ｻ,

a;・v-at…+z'.働

A反 應生成物による.逖反應の影緯を考へて見ると
,

ト 。薦rド
6p6y 一 冥o

』撫 西㈹

XeI初 濃 度,as;Ff"レ ンの 吸 蔚 係 數,此 の 式 に 於 て

At一+一 竺一1・ ・O(7) .
alal

と假足す～しば

矼oaa　ニ　コ　 ぶ　

砦 一・・ぞ 一ゆ ず 二・…・(・)

此 の 式 の 第 一・項 は(1)に 一 致 し,第 二項 は(7)な る翩

係 に よ りO・2・iを越 え る事 は.ない.實 際の 場 会 に於 て

ぱ 此の 項.を無 祀 し得 る。

破 化 ア ル ミ昌 ウ ム胴媒 の 活性 度 を常 に.一 定 に保 ち

乍 ふ エ 乎.沁ナ ル コー ル の脱 水 反應 が實驗 せ られ た.

外 婦 法 に よ り純 ア ル コーIL.に封 して得 たmの 値 か

ら.,(3)tζ よ りkを 求 め,更1こ(tt))t:よtJ計 算 せ るm

の理 論 値 と,mの 實 驗 値 とは よ く一 致 した.又 彑
at

な る水 と甼 チ ル アル コ ール の吸 蒲 係 扱 の比 は 渕}OC

に於 てq・6螽 で あ る:と を見 出 した・..即 エ チル ア ル コ

ー ノLの脱7}こ反 應 も(】)」 こ侠 「fnc;'彳了す る こ とthteeめ ら

オ.レた.

又 種 々の濯 卸 二於 て得 たmの 賓 験 値 か らkを 求

め1之 よ り活性 化 熱 を出 し,更1こ 各渣 度1こ於 け る理

論 灼 な.kの 一mt:得 ら巾.,次 いでmの 理 論 値 を計 算

せ るに,よ く前 の箕 驗 値 と一 致 した.此 の 事 は,一 彑

縦 峨 驗の鶲 隈 鵬 度瞭 撫 關鰤 、,燕
少 しは關 保 して も,主(N'一M)がMに 比 較 して非

.al.
'滯に 小 さい た め に

,k.i.二 影 響 を.輿へ ない事.を示 す.

而 して 此 の 反 膨 は 零 次 反 瓰iにな る.めで は.ない事 を見

斟 した.

、辺.エ チ ルー,n一プ ロ ビルー,i"一プ 卩ビル ナ ル コ ー ル

に つ い て1Wこ 於 げ る と同樣 な蛮 驗 を行 つ た.此 の

場 合・も前 と1司様,mの 賀 驗 値 と計算 債 と`iよ く一 致

した.帥 之 尊 の ア ル コ.一ル の畏 水反 應 も(Dに 侠 て

逖 行 ナ る事.を示 して 居 る・ 而 してn一 プ.ロピルー,z

チ ルrト プ ・ビル ア ル=一n.1.:つ い て彑 な る値 は
曜算



醇

1

15{ 一一 抄

ジこ々 0,G7:,0.6δ,O,66ttる 値 をasた.乂(7,な る 跚 例…

よ槻 鋤 にも・栴 ル.一 ルの吸辮 破が等しく

な らねfYな らぬ ・ 各 ア丿し.鳧一 ルカf同 じ吸 蔚係 設 をイ1'

す る箏 か ら,之 等二の ア ル コー ル分・子 は.各 々嫡 な

fI

ゲ 罵 πな・^嚇 ・・解 ・・黼 …

る と考 へ ら扎 乱r,:子 籏 型IhiLlett-Tppasの 詮 に

ょ る とア ル コール の 脱水rlLr.於 て 一 つ の 活性OIB心

・依・>1マー〒く ・時 峨 鮴 括・虻 他

の瀧 螂 佼てII .10一 よ・水を坐惚

削 して 各分 子 ゐ 觸 媒 爽面上 の 滯 在時 簡1ま各 ゐ分 子

笊 の準 方 根 に比 例 す る.即

・t'・、,・1!t.i+Lr・・_』 獅
「Lh
llrin+.tO.、 μ「、lllt.÷tO

tCnrIlhstCntll.Ul,

τら、、,艶 　 卩%H釦

氏・1〕ohseは 以前 に,ボ.一 キ サ イ}上 に於 け 己,ア

ル コ」.ル脱7k反 應.に對 す .う.iK襖短 の.影 響 に つ い て研

兜 したが,そ オしに依 る と,a■t置 に 於 け る メチ ル慈

は・ 活性 化 熱 を5500ca夏 減 少せ しめ,β 一,㍗ 位 鐙 に

於 け る メ乎 ル基 はレ 夫 々2SOO,500enlを 減 少 せ しめ

る・ そ こで 署者 は エ チ ルー,n一プ ロr'ル ー.n一プチ ル「

i一ブ.チルr,i一 プ .tiビを及.飴 ブチ 序 ア ル コー{しに つ い

可 鱇 の鱒 を初 メチ媒 によζ影髄 見た・而

して次 の如 き鯖 果 を得 た.

!トプ`1ビ ルーT...・・一プチπ、xチlcア ル ・層nの 活

性化 熱 は ナベ て20220c轟1,㍗ アナ 些一,i一ヅ ロビル ア

ル コ,ル は16000caL.レ プチ ル ア ル=一 ルに1CUtto

calで あ っ た。以 上 の紹 果 よ 頓見.る と,β 一炭 索 及 γ一

澱 …韓に於 け る4チ ・L・zaltiiSft:te熱 に 鬱 化 を興 へ な

い。 叶 ブ乎 ル㍉.レ プ ロ ピル アル コ ー ルは 圏夫 々1」一プ

ロ ビ.ルー.ニ チ ル アル 月「 ル の αイ献鍛 に メチ 臨幕 の

入 つ 掲 ので あ るが ・ 鯖 は そ の活"…化 熱 は.等 レ ・

の で あ るか ら,.前 者 も等 しくな る魯 で あ る.而 して

4220.ca1の 韓 少 はa一 位 盟 の メ乎ル基 の 影 響 で あ る.

i一プヂ ル アA・9一 ル に`X,:ρr位 置'ご:つ の メチルA・et

人 つ て 居 るた 軫に,ニ チ ルア ル ゴ ール よ り.も.37Teca1

の渡 少 を生 じた と考へ られ る・ 而 してlhlLSeの 得 た
ロ

麟 果 とは 必 ザ し.も一致 しな い鹸 を.得た.(選 谷 川 ♪

弾.～'的 一 ■
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33,・ シ リ カ ・ゲ ル の 搖 變 健

1(.Preundlich.C11.R'.tilling=J.Cktm.

Syc.,b!fi(rnss).

シ リカ ・ゲル は 從 來拷 塑 性 を 示 さぬ もの と され て

屠 り,.實 際 之 に 超 晋 波 をか.けて も液化L.な か つ た

〔ドrcundlicl鑒 ¢重aKoll,Beih,57◎215(1」 じ=13,〕・ 慮

が そ の後,署 者 等 が 超 掃波 に 依 る 膠質 の 粘 崖 の識 少

の研 究 Φ 跏 上 蓮 の事 は酸 性 ゲ ルの時 に 陬 る.もので あ

己事 を童 見 した・ こtしは 醐 シ.リカ ・ゲ 些 をつ く る

畭 に ぼ.耳Cl餌 溜 冒に 確酸 費 蓮 歪荘 ぎな炉 らつ く る.か

ら 旺q過 判に なつ て居 る.めで あ る6こ の 旺α 過 剰

のSリ カ ・ゾ嘩 透 析 す る と:,徐 々.1こ凝 尚 して ゲル
の

とな るがg斯 う して つ.くrつた ゲ湘rは冒ミ盈 したlj ・.超

膏 波 をか け る と 液 化 す るの であ 己・ 勿論 数 置 ナ4し匡

乂 ゲ ル にな ζ..斯 ん な性 質瑛 現 れ ひの は 多少 ア ル カ

リ性 の時 矩、PIIS.5～9,ら の程 度 め時 で あ 乙.而 し

て この範 嗣 と云 み の ぼ,yリ カ ・ゾルポ,電 解 寅で

凝 周 す る範 冏 に矧 當 す る も 咬 で あ も・ 〔1"rcnp{11icli,

Ko匡Lz.59,2臣3(lt26}ゴ.(後 薩)

コ

54・播變性α!hi】【0噎ropy冫の鎚對準位に俵る測寇

CF。C;tU・desz&G,W.Wi奮i嘸1dTrans.

FanttLSee・,34,511～20(la.:3S)..

一 贐 に 腸 質蒔 液 の粘 性 が¥extnn力 學 の法 則 に從

は な い.とー:ふ事は よ くiiiられ て4iる 購 貿 で 之 に關 す

る班究 も多 い が・ この 異常 現 象 を 表 税 ずlirきh-u;u

定 法 に 適 切 な る もの が な い 爲 に そゐ理 諭 的 研 究 の 遡

渉 が 阻 れ て4'rた わ け で あ る.熱 己に.隶 と してFrc職d・

litL一 汲 に 依 て な され た 搖 卵 に 齲 す る阻 究が 遮 む

に邏 れ て この 問題1.二も 亦 新 しい 局 両 が 贋間 され て來

た.

多 くの 鳴 寅鮮 液 は齡 す 争 と粘 性 が 減 少 し放 置 ナ

1しば 又元 の 欺 磁 に歸.る と.云ふ 剛 甸.が.ある(0きtw理k1の

所 謂 贓 粘 性}・ 雑 斌 な 場 合1二は ゲ んが 雌 にfkて

澗Rに な る事 が あz・ 二.の等 灘 喜r逆的 な 粘 性 の減 少

ナ る辺 象 を媾 してFreundlicli12Tltial.tmPTと 名 付

1ナた りで あ る・斯 の稲 の現 象 の 定斌 的 測Aは 色 々な

方 面 か ら試 み らiiた ・ 併 し111∫れ も實 驗的 不 便 さや㍉

不 肇 實 さ を搾 ふ上 に,そ の膝 質湿 液 の 痞 鱒 播 とそ の

殘 留 站 性(ResidualPleCO?1[V')と の隨 圃 がlll奈 な かつ9

た.層

そ ζで 鄲 滴 等{#,こ の現 象 の 定 殻 的定xを 興 へん
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と試みたのである溝 之には時間的な要素と構迸に

附 .碑.睦 麟 ナる饗韆 どうしてL.i#tii#な

らない;三..前者 に封…しては時間neな 貼性の變化を.考5

i・ばま.い・`札 麟 的に一牢の強さの破匐 跏 撚

液に興昏ζ.ならば結局は内部構透の突然鮫立very

と外 力た依る破捜の割合とめ商に牛衡が成立すδ警

である.

そζで比較的弱い搖観性を示す系脚ち内部構迭が

一"iSiia'kF・け 晦 な匙 對 して次唖 矧 ヵ勒

考 嬢 ボ可 能 とな る..

A糎 」・ρ構 を .ヲ卵 繍 造 の 完4/・ 破駅

拡 噸 腋.(Residual4iscosilt)をA。 .ti一 る.贓

の 樣 な關保 が成 立 す る棣 な.xな る量 を考 へ .る.

z一 恥翼k/x.(1〕

但 しkぞ.は.朋":の.aに 鯛サ 貼震(dynesStt.囓:1匹1一 り

にNlr".sす る・ 若 し こ.の系 が,..¥'ewinninnfluid(A*ew・

邑`m力 學 的 に と.り揉 へ る液胆)1μ で動 《露 り 固懺 性 り

"Ccll・;"..を 合 み
.u.つその 縦 て その 窓飾 …,雄

鉢 ると.嶮加 ナ る も叫 考 へ る と_1のM岬{熔

積 中.に含 まれ る そのCell.の 全 誘:積 を窟 叫…ナ.る癖 に な

る・ 凱 翆・.ゆ 瀕 粒弸 に齢 ⇒・⑫ け 破

・は こφ轄合懺の濃凄観 ナ事になる.そ して,簗

の 蕊め最高値 をX皿 とナる.・

.kの様 な定aに 侠つて,内 部構迸の突然發`k.の害II

偲 納 厭 噛 合 獄 藤 になり,t3・ に.享艦

介.さオari$y'E[粒.吻滾度(一,)に 依て左右 さ1レる

dの.と ・疹べ らオしる・:今その縣1係をjj(Y/[に

dzy

t'tEl,i:Pる肋 け … の ・暇 峨撒1・ 購 す

`償 で ・Sm。luthoaskiに 依れ 書is=?t.き.fi .ririる. .

次 に.こ.の内郎構 造 は 外 ム らの 破竣 作10i-ysて 壊 き

hる の で あLが ・ この割 介 を破 壊 〃51.こ 雄 例 す る も

の と假定 す る と,次 の様 に 表 さ.れる.

一 祭 一・・x.・=(・)
.

K.1嬋 糊 耀 の ・及び ・:に鮒 る單{塒 内に編

Ce「1(震 職 合短)の 破徽 に橢 す る
,

数 肺 繊`唹 では(一')と(3)とが齢 ふのであ

る か ら,舗Ad

I:a................

と2ξふ 一〇il':なる・ 贓 禰 】の/;な る闘誠 は」癩 階 遭

性 の弱 い時 には 翼 はXmに 比 して 小 さい と考 へ られ

ap.r,N)は 近 飯 的 た 乗 の 如 く書 直 せ る ・

_k"Xma.x-
K。.(の

帥 ち9(】)か ら

k-"amp1 _OT
j一 写o麌Kマ;一

5

mss・k'k磐 であつて,・.t・・一定の系蹴 て

做歌 で あ る・ 之 を"cn。aicienbft81ixOヒropy"と 呼

.』こ4享.t.ナる と・ こ.オし.f3,1ψ 搆迸 祐 性 の紛 大 の 飽 杏

と破 竣 の割 合 とo.)此 を褒 ナ 本 に な る.面.し て こiN3

鄲 嬢 面 蜘 こ對 ナ るカ と して測 室 さオ・る伍 で あ る.

饗 ナ る1.ζ,膝 質溶 液 の見 か けの 薪 度 は 内部構 造.破.

竣作恥 の邇卑 鰍 闘儺 あ醍 云ふ事になる.

個 しこ.れはsオ;雄 較的xな う場合であつ.て,sが 小

なるPは この見闘 の鞭 呻 力・喇 合眼 少する:.

敵に之:を換冒す耄Lば」二の櫨變係數 θは 島が稲需大な

碍 勉 一⊥ 鰍 の極瞰 斜を蘇 す碑1、 なる.

肌 ・〕嫡 皺 飼 ・繍 庫嘩 軸 勸a
即ち憂罸粘康に相常 」 こ鎚ぱ所謂内莓構造が完登

に噸 二鉢 て・維 刊 快 嫡 立に邂動する時の粘

度 を.,..で あつて純嬾 蝌1鱒,大 であ

るのが曹麺である.

吹 にzの 測定跨であ乙霆～.加2Couette式 の姆

靱 贓 計が月1ひ.ら.オ陵 ・黼 は同.醐.鬮.をll亅ひて、.

外管を一定臓 で繍 ナるphi酳 が之に俘つてネ

ヂれる.角度 を蹟むのであるカ㍉.著 者は同心圖簾管を

川ひr_.こ の阻隷 める帖慶 別ま…穴の如.く.輿5られる㌔

Fl
F天 一'

5

但.し「亅壁 ヂ彳・雄 ぜしめ.勧,.^`嫡 翻1對 す.る

碧ε面耆覧 而して破捜作川5は 魍韓越度を南管の間隔

セ嚇 醸 で測 応 ・の翩 が
.大斥な碍 嚇

1它.を施室ねぱなら.ない.

ICS例 として・vssn…!・i坤rこU蜘 糠 粉末.を.

轍 い 駟 燈 ㈲ 刷 肘.・ ク)を'捌ひ,購 の施

.でnと .÷ の鮴 を求・で麺 獄 曲 ・・示煉

な輸果を得た.
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即 ちA.}1=.llll線 に

於 て.,,P-Lのwagei±"1
ヨ

霜廣範園に亙 り大短

(の 式に從ふ那がわか

る.帥 ち.こ加らに現れ

ろ見かけの砧度は桟變

性を笛び,高 辿匿硝韓

操作に依て破竣さ1Lる

事 が.示 さオしるのであ

る.⊥ の大なる處では
.s

多 少.旺の 關 係 か ら迹 背

が 盈 あ.ちオしる.Cの 構

圃 の ● 即及 びo珂1は 夫 々 合 はBの 試 料 に微 量 の
α9S及 び0;72 .(胆(han5。li

nol¢icacidを 加 へ た鵬 一りの廻 特 速度 φ下 に

谿 離 覊 潔 票 ・聯 畑 ・・七し・
して 峠 な い・.'昌11r成 搖愛 們…が減 少 して

居 リ・ 而 も貿 壅楡 度 は 殆 ど塑 つ て 彫 な野 事 は興 味 あ

る車:であ う・ 又Pな .るホが 線 は 蘿 慶 峰)わか つ たlesv・

重・・i・n・il(wmの 粘 髄 イけ る油).あ 鳧 加 ひ たng

合で・卿 ・闘 かに搾 寺 ・繍 麻 始 購
造粘性を示 して.居ない・

徇,搖 變惟の甚 しい場合即ゲルになつて了ふ楼な

場合に就℃も考祭.さ.れて屠るが之に就ての詳 しい事

は後報に醒つて廳る.,(後 藤}

iw .
●

fo

鹽
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・
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ua 陰

o
,脚

匹o

・ , 露 齟. ・ 畠

一 』5 祠 u.z .』5・ 3 ,3

∴S5
,.:;超音溲φ膠賀溶液の粘度1モ及ぼす影響　し　　　
匹1`.1「卩eu血tlli亡1皀&1)●、、「oGillings卩7h'脚,

Phrad..痴 、,54,6{9～m(ISi38).

超 曾 波 が羅 質 酵 液 に 作 月1した熱}合,..崋鯆審液 が.異営

な所 謂 構造 粘 性 を 示 す 如 き も.のに於 で の み,粘 度 の

.越 少 純 す.こ.と酪 勲 物 質 置蹴 で鰭 さオし:た・備

度 淘 淀こ法 は 上冒已抄 録 參照,超 霄 波妊羽訪數.=21・1キ ロサ

砂 ル・)pms廻 鱗 度蜥 軸とし之`cSす る7吻

角を闘示すれば直線とならず,.雀 つて異営粘度 を示

すものから.幽獲す組f,.典 常機を沸失.して1'櫞 とな

.きと同時ド精度を減少 しで直線が揖軸に對 して倒れ

τ易∈る.とい謁覧一般的な.棋樗∈を示ナ帆.見掛.i:bilじ粘度

渺 類9て も 鱗 献 蹴 蜘 ≠・thLてPt一

な頂因に依うもρでなくして各々の場合大いに異る.

.先づ其内主な祐度降下の原因となるも.の.はcavltation

に依禍 のであつて,外 鰍 】。顧)〔 麟 合に頗

空〕ゐ適川 二依つて躍影礬 を除けlfl超 菅場に於い

て粘度減少が潰失ナる例ポある.即.ち ゴム,コ ット

・

・,●

「 物 理 化 学 の進 歩V
ol.12nNo. 4(1938)

鐘 覧y1・1.Xl1'…,一^～

ン ・エ ロー 及 ス テア リン酸 ソー ダの 場 合 が.之 に屬 †

.る.コ ッ トン ・ニ ロrの 娼 合,棒 駿 で波 動 貫 尉折 性

あ る粒 子 が 償 か の作 嚇で 小粒 子 に 破接.され 重 屈折 性

を渭 失 す る こ とが 槻 窰 され た..之 に反 して ス テア リ

シ酸 蔚 雄 の場 合 に1士よ.り大 き.い棒 映粒 子 がni現 し,.

超 鬢 波 作 用 な き時 に も徐 々 に 起 る懃 成 を促 遘Lた.か

の如 きイr櫁 を暴 ナ る.…穴にC1¥'lhヒinn.の 作,IIを 除 い

て も揖 砧 度 裁 少 が止 ま ら ね 場 合 が あ る≒ 帥 ちゼ ラチ

ン及 び塞 天 が 靴例 で あ つ て,・L'ラ チ ンのr,:;;,一 度

粘 度 餓 少 した もめ を放 羅 ナ4しば,{「 醐 精慶 を 櫓 加 し

行 く,両 も其 族 復 が 相 常遑 い・ 此 性 質 は新 しく迸',

た試 料 に の み 現 はオし.る.。先 の ゴ ムの場 合 に も 祐 度 の

快 復 が 認 め られ る6以.Lの 如 く超 書 濯 に 依 つ て ゲ ル

の構 逡 オζ破襲.さ オレるゲ,'.こ色 々種 頬 が あ る4う で,ゼ

ラ チ ンMの 場{㌔」に に.可.準的 な破 壊 であ り・ コ ッ トン・

sロ ー のrP.う な場 介 に は 其11f逆 性 が.{蹟弱で あ る と.見

られ る・V205や ベ ンゾ プル プ リンの 如 き.もので はYd

常 帖 性 あ るに も拘 らず 桔度 渡 少 は 殆 ん ど認 め られ ず.

又 オ レ.fン 酸 曹 逹 の 如 き 正常 な拮 性 を持 つ もの で は

全 く認 め らオしなか つ た 」(小 野)

　
・56 。 躍 翼 系 に於 け るv.d.Waalsカ

lLにHamake「,Nee.tnn,.chim.コ

57.6.1宀:2(lt):IR).

隅 質 系 の謝 憔 質 に 氛 麥 な 役 割 をな す二 個 の粒 子1'1[亅

に 働 ζ張 引 加.こ關 し,そ の 作 川魄 剛 は.際 子 問 の楊 介

と同 「2度で あ る とす る者 もあ るが,コ ロイ ド粒 「・の

大 き さに扣 常 した範 圍 に 及ぶ と し て ま.い ・ こ{しは

1川d。n・V.d,NVtals加 二Btる と考 へ られ る.X"・tt

.襲に 二胴 のjiR槻 間 のY.d."㌔mlg.力 に.就 き論 じ次 の

式 を得 た.、

呂 卞丿LギーE冒AEy(s)

・ 撫 奇 ・・ω

益 にAは10-i:.・ ・19rl触r9の 憾 敏 ・}=y(xX.1;y(s)は

t一卦 ・一十 岬)・ ・±・N劒 ・緻 ・は醐

間の最燉距離)に 驅ナ.る爾般にてX《1.の 時

E)・(x)ttde/+1)'1

・・〔s)r癒1)・ 壱

で あ る.

扨,ゾ ル に於 け る粒子 間 の棚 互作 崩 は そ の 禺 卞'畦
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ギ ーが ブ ヲウ ン蓮動 のALI+h=半 ル ギ ーira-tr匿.又

ぽそ れ 以上 の 時 に現 は れ る.と假aし て よい・ 從?… て

そ の 力 の範 園 はL.i乙.粒 子 の熱 蓮 動 の 亭均 邂 動 工.皐

ル ギ ー に等 しい 呂 ネル ギ ーの 及 ぶ 距 離 に#1'ri3'a・ .

躑 ち

Ayi{・)露kT冨4x1`,一 恥 ・9(室温)…(U

:,茂 ぴy(yap)の 一 定ranに 劉 して 翼(anち 力 の範 隅

dと 最 小 球 の 直 径 の比)がwfる.ELつ 球 の直 饉が

吩 ナ と期 二dが 扮 趣 す る・ 然 してEメ エ労Fメx)に

嚢 に 求 め た畿 債 を入 れ 次 の轄 論 に 逹 す る・(a}二 個の

粒 子 醐 の 竪・d.W皿 』 カ の 及ぶ 範 園 は最 小 粒子sac

徑 の叺05-O」6倍 で あ り,(b}最 小拉 子 の 大 き さに 比例

し,他 の粒 子 の 大 き さに よ り鹸 り左右 さtin・rare子

が蕉 で な く不 却ε期 な形 の時 は そ の 整 向 が 問題 とな る.

選 に,frcundlichのbentoniteに 颶 ナ るlhixoG.ipy

の賞驗,Bradley'の 石英,硼 艘 囃 の球 間 の凝 聚 力 め

賞臨Rua・ Ψllの 永 中の イ.漢粉末 のヱF滑 面 へ璽 凝 聚.に.

關 す る1't驗軸 果 に就 き諭 じ,こ れ ら種 々 の條 件 の 下

に 齟寮 さオレた カ が上 建 り 理 論 よ り得 ら.オレる.俥 と略尸

致 す る・Fを見 た ・〔然 しこ1レらが 眞 にv.d・t4Tals.カ.

で あ る.t=r.ふlr〔姥 の衄 明 は ない ・〕 ・

t$.プ ヲ ウ ン逼;璽駐が 剖距籀F出りにη 如 き 大 きな .自.口.イ

ド拉子 には(1)の 代 りにf也ゐ健 定 を'12#る.そ の畦 .

の 作 川範 冏 は 力 が粒 子 の瞞 ㌃と1剛一 な る 如 き距 睡で.

あ る とす る。 脚 ち

Dp・(1)一 ÷ ・1触 〔・)

茲 に ・1熔 度・9=981・ …隅 ・一 で あ る・x・ .撞球

の琉 の 如 き大 きな 球 職 に 關 して は{錠 敏 .な釆 稀 で丁

冥ビノ」オ{觀勞5さ1しるか ら)

→ 計Fy(xト ÷ ・1聴9・to一 一 … … …(・3)

の關保が成立す己・

弓購

一 一n
`郷

y置 且の と.

き(1)(:;)

(の よ.り球

の直 惟 と作

用 碗 綱.t.の

闘 係.を求 む.

るに 四 の 如

《で あ.る・

(水 渡).

3a.Dilataney

E・J・w・Venecy&J。1LixBcwr,療"

'閥.`ゐ ル〃.,57,:島82～9(19:3P).

--ilalancyと は ∩.]:eyn・lds(iss5)r.こ よ り發 見 さ

オした境 象 に て,II蝋Olmpア に鋼 似 して ゐ る・ 弱 き盃

力 に封 して は液 膿 の 如 ζ 畢動 ナ るが ・ 鰻 き歪 力皀卩ち

急 激 な變 形 に勤Lて は 張 く抵 抗 し,し か もその 力 を

除.く.と再 び も との流 懺 の性 質 を 示 ナ税 象 を云ふ ・ 例

へ ば 鴈 英 粉末 の 高濃 度 の ホ 申浮 遊強 に 箆 を靜 かに 入

れ ると.濃は 流れ るが,aに 入 れ る と騏 ζ紙抗 す る.

今,例 へlf夲 均J〔 徑:Nの カー ボ員 ル鐵(1009m}

に無 趣鯛…液 饐 と して1期輿 化 媛…kの適最(IScros)をvF

ず る と問 き 可 塑 性 の ペ ー ス トとな 己・ 次 に こftに 才

レ イ7酸 の 桜 衆(繊 粒 子 の 浅 而 を司 分子 暦 で 撹ふ に

充 分 な茸 δ0㎎ 》 を加 へ る と齲 に黼i度 を低下 し,

.流動彊 躑 ち 四鰻 化 炭 素 ・IIの.餓粒 子 浮灘 と愛 ず る.

しか して 鐡 粒 子 の 沈 下 した 部 分 と 四 盛化 炭 業 のerrん

だ1・勵 こ分 オしz・dihlfの 郁 分は 重1胱動 性 に て,diln-

lacy..の 現 欣 を よ く示 ナ.

HG.々の 物 質 の 粉 末(lre,NipSiO・ ・ タール,恥C`漏

F・擘03,.ガ ラス)及 びHflkの 無 拯性 液 懺(CCIa,c,;ll、i,

n-Gitiu,リ グ ロ イ ン)に 就 き上 建 の昌L敦 を檢 した る

に,オ.レ イ ン戯 添.加に よ る 流 動 化昌L象 と池 峻 した 流

動燈 のdilataoじy現 象 との 瑚r.二・'1緒ナ躙to～が`F(1:す る、.

u.つ,nLiる 現 欣 は僉 厨 づζは趣性 の 強 い無 機 鞠 質 に

於 て 蝦(,椣 性 の 弱 い鞠 質で は 弱 い・ 淋 雌 の 種類 に

tipり.闇 俸 しない.

可塑 性 ペ ー ス トは 各 粒 子 がV.d.¥¥'aali力 で.'r二に
.
蓬 つ た£翁do5e-packingと な らず蜂 重匹躍たの10(罵pack-

ingの 構 造 をTiし,そ の 間 を液 儻 が 滿 す と考 へ る.:t

レ イ ン酸 盗 加 に よ.り金 屬Xi2｢4性 殉 質 の粒fは ロ そ.

⑳ 表 面 と.tレ イ ン酸 の趣 性 のCOOI【1,4と の 間 の鍛

きカ に よ り,そ のA4を 内鮒 に してunま か4し る・ 從

つ て 粒子 間 のm離 はJ;と な η最 阜wd。w副5力`z

作lllし な くな り,訛 動 性 と な る・ 乂救 子 は 滑"合 ひ

.d岬1珈k…ngに 墾 一ドるか ら躱 分の 液 を分 離 す る.陶,

成.鋼 購 彊 の ・filmI:IIICPの現 取 をL3かLる 電Ad_Ft
厂厨を 宥 ナ るclose ・hackingめ 構 燈 に よnよ く設 明 し

て り るポ(水 渡 ♪

.38
. .餓の 極 微 作 雨(Oligodinamie》1.

Lfi「icier・/Jra/ui".c..sso,.Ω 瞬 α仁:(1鰭).

一一kkt+thtの金 聯 職 働 にPdLて うけ 著 しい作 丿随

1

一_凵一 一,...・ 」_._一 ■凾L幽 」一一亠 」
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指 しで,Oligodinnniieと 呼 ぶ ので あ るが,suの 示 す

パ クテ ゆ.アに對 す る 段 薗性 も この 纐 の 現 象 と して却

られ てtriz.併 しそ の窟 味 は明雌 で は ない ・ 鈍 躍 壕

丈で に この作 用 が現 れ ない で,1).焔ol1で 加熱 す る と

か,2}室,,に 永 く放 置 す る とか,3)ア ル コー ルや

s一'Yル 丱 に漬 けて お く とか,4)IL,f)_で 瓱 理 ナ る

とか,又 は5)食 鞋磁巾て≠陽 拯 翼慧理 をナ る とか二f言、5・風

な操 作 を施 した露駒こ始 め て 現 オしるの で,こ の時 可酵

性 の化 合 鞠 が生 碇 さhて こ車 が 殺 閑性 を 示 一ftrふ

事 も考 へ.ら れ る・ 併 し霍だ斯 の様 な 鑠 の 化 合物 の作

用 ヵ域 は それ と元 の鍬 との 間 の 鬨 係 に 依 て この 作 用

が現 れ るの かが 疑 問 に な つ たの で,次 の 機 な賞 験 が

試 み られ た・

實 験1)殺 藺 性 の試 驗 に はStaphn曜 冗㏄Cl1Saしireu_

の培 養 基.を用 ひ,之 に 純 銀線 及 び 銀 線 の 一蜘 にAgCl

を醗 着 させ た もの を挿 入 し:<.そ の結 果 は 岡 の楼 に

純 鑑 纏(の には 何 の塑 化 も環 れ な い が,AgC且 をつ

け た方(b)の 周園 には 明 力・に無 薗 帶 が 現 れ た ・X印

の虚 は 銀 線 を培 養,,;か ら 外 に瓣 田 きせ た郁 分 で,無

苗 帶1ま.このkdllf/t11を態 して.X4kttる.の で あ る...2)弐

に 之'.こ別 の純 銀 練 を 〔C部).jfi.角に 交 らせ て棲 觸 させ

る と,今 度 は その 線 の 隅 園迄.も無 菌 稽 が 出 來 るら3)

長 》・銀譲 の一 筑 にAgCIを つ け.て培養 基に1却,た 後

先 の 方 か ら一 定 時 間 置 きに 切 り放 して 行 く とそ の 段

萄 性 の 現 劃 方 衂 黜 酌 擢 移 が ぜ・か る・nsciで 活 性

化 され 葦 部 分 との接 觸 時 閔 が ⑳ 分 以下 の 程慶 の慮 に

は殺 菌 性 が現 れ てlll}ない・a)二 本 の 銀 線 の 一 方 に

Agご1を つ け,こ の 朋 を 長 い餓 橡 で 空 中 を通 して橋

をか け る と矢 張 他 の靖 の 純 銀線 に殺 薗 性 が 現 れ る.

こ.の作 坩は.¥gClの 代 リにAgNO恥A920・CuU,

を 用ひ.て も認 め られ た.乂Ag.の 代9に 他 の苡 金 蝿

を用 ひ て も伺 樣 で あ つた.

以 上 り襟 な實 験納 果か ら,.斯 くの如iき金 圃 の で)li-

gudiuimieは 濃淡 寧 池 ぷ 形戒 され 朝 ≦に 閾 聯 ナ る も

笥
l
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のであら.うと考へられる・ この理滄的」匡扱ひに醐 し

ては義報に謎つて居る.(i&SF)

39・ 限外 顎 微 鏡 の 新 光源 高壓 水餓 燈

S.[[00'umnn.d"olloid-4,83,0.一1J(IOI6).

隈 外顴 微 鏡 の 能 〃特 に .そ.の到逧 しi'Fabt敏 度は.投

射 光 錐 の明 る さ.從つ て.rii.ひた光 源 の 光麿 に闘 係 す る.

光 濠 とLて 今 日迄 電燈 弧光 燈 太 陽 箏 がlllひ ら れ た.

.之等 の 光fir
,はr=rn.:,高 湛餐 射 光 を 利,llし た もめ で,

そ の 光誕 は表 面 温 慶 に 侠 つ て左 右 され る,太 陽の 表

颪 温 度 陣 約IHIWｰCに してg恐 らく之 以.hの 温度 を

圈 短 に鍔 してwむ こ とは 出來 ない だ ら うか ら高温 幅

射 畳 と して太 陽 に勝 る ち.のは な い ・

近 願 用 ひ ら4して來 た

高慝*銀 燈 の 弧 光 放電

に於 てi'Pら れ る.光は水

銀 のldA:KE子 よ り放 出

きれ る もの で あ るか ら

此 の場 合 の 光 度 ぱ或 定

.つた容 穂rllの 瞭 子 の殿

從 つ て壓 力に 比 例 す る

こ と「こな る勘ヒに耀 力 を

..高めa
こ とに(teつ て 非

常 に強 い光 が 得 られ る

譯 で あ る.

著者 の 川 ひ た高 醸 水

.錣儲 は 第一 圓 に示 す如

薬 一 圓ζ石英 製 の球 肌放5L:'一ii

が あ りそ の 凾Piuは 完 全 に氣 化.して 充 分 な蹤 力 を生 ず

るだ け の水 鍛 が 入れ て あ る・10amy.40atm.で 既

にdO,OW.wti1Lの 光 度 に 蓮 し.之i2y7[9iL`gEの 光 壷 の

..,に な つ て ゐ る
.dOatm.のFk銀 蒸氣 を.i[fるr.は

V/J。Cの 泌 度 が 必要 で あ る,此 の温 度 にHIStす る鱶 力

に赤 熱 駅 態 に あ う石英 睡 が耐 え ね ば な らぬ ・ 】/10scc,

の 如 き短 時 間 の 遡 負 荷.に.依つ て太F十1の光 曜IUi.000

5ti】し よ りもた な る値250rOOりsli}bを 得 た.

瓱 の 高壓 水 鍛燈 を 眼 外顯 後 鏡 の 光 源 と してmび る

垣謎二細 隙 のあ る保 護 籍皇績火 を 審 易 開,つ確 賞 なら しめ

c高 瑚波 塞 流線 暢 弧光 の 垂 直 な 縞 隙 光 を直 角 に選 は

.づ㌧7噛リズム第 ニモ旧 堯亊力つ闘ひ らオして ゐ る.

1湘{・腺 燈 の 賊 外 塚 噸 鵬 源 と しての 利snは 光

礎 が甚…だ大 に して 爬 質 粒子 に よ り儡 く屈 折 さオし冂.つ

寫 眞 作用 の 爆 い 短 波 艮 の 光 に'r'fんで ゐ るの で 今迄 鳴
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)構

・㍗1.

.・ ξ,

蚤
A 蓄}

來t;ｻ,つ た活 溌 な プ ワ ウ ン誕璽動 をす る ヒ ドロゾnの

RltY:iの 画 続鏡 寫 眞 を 駅 る こ とぷ 出來 こ點 で あ る・

節;二周Aは 媛 素 弧 光燈,Bは この 水鍛 熾 で撮 つ た 聘

質 粒子 の寡 眞 で あ る.・qll北}
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節 三 圖

揶 二 圓
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